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大型人工水場および Simカメラによる生息状況調査（母島属島） 

上陸が困難な母島属島において、天然の水場にセンサーカメラを設置して、オガサワラ

カワラヒワの個体数の変化をモニタリングしている。天然の水場は、降水量によって水量

が大きく変化し、撮影頻度に影響が出ることが課題となっている。そこで、水量の変化を

少なくし、安定的なモニタリングを行うための技術開発を目的として、大型人工水場（以

下、人工水場）を設置してモニタリングを継続実施している。人工水場を使用したモニタ

リングは、水場の設置場所やセンサーカメラの位置等を細かく調整できるため、オガサワ

ラカワラヒワに装着した足環標識が識別しやすいなど、調査精度の向上に貢献している。

また、個体群サイズが極めて小さいオガサワラカワラヒワにとって重大な危険因子とな

る気象害等の影響を、即時的に把握することが課題となっている。しかし、属島上陸には天

候や海況の条件が揃う必要があり、気象害発生時にはデータ回収・解析までに時間を要し、

即時的に把握することが難しい。そのため、人工水場で撮影された写真を、インターネット

経由で即時にクラウドにアップロードする仕組みを用いて、遠隔でカメラデータを確認で

きるセンサーカメラ（以下、Sim カメラ）を使用したモニタリングを試験的に行った。現地

で SD カードを回収することなく、写真データを収集できる Sim カメラは、即時性や大幅

な調査の省力化、緊急時の対策を実施する上で有用であると考えられる。 

以上を踏まえて、人工水場と Sim カメラを用いたモニタリング実施状況について、現時

点での結果を示す。 

（１）調査方法

母島属島の向島、平島、姉島、妹島、姪島に各２基の人工水場を設置し、センサーカメラ

または Sim カメラを設置した。人工水場の設置場所は、天然の水場や沢地形で、過去にオ

ガサワラカワラヒワの飛来、地上利用が確認されている地点を選定した。各人工水場には樹

幹流を取り込めるように集水ネットを設置するとともに、周辺でもポリタンクに樹幹流が

貯まるように集水ネットを設置した。 

人工水場に設置したセンサーカメラは 2022 年 10 月から 2023 年３月末まで試験的な運

用を行い、４月から本格的な運用とモニタリングを行っている。Sim カメラは向島に 2 台、

その他の島に各 1 台、2023 年６月〜７月にかけて設置を行った。Sim カメラ設置場所につ
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いては、更に Soft Bank 社（該当の Sim カード対応）の電波が入ることも条件に追加した。

設置時点から撮影が少ない地点の Sim カメラは、適宜、オガサワラカワラヒワにより利用

されやすい場所への移設を行った。また、電源は、通常の単三充電電池以外に、ソーラーパ

ネルを設置し、現地での電力供給を行っている。 

代表的なカメラ設置状況を図１,２に示す。各島のカメラ設置時期は表１のとおりである。

各カメラの最新の設置場所については図３に示した（カメラ名が島名１~９については天然

水場に設置したカメラを示す）。 

 

  

図１(左)：姉島人工水場 センサーカメラ設置状況 

図２(右)：向島Simカメラ muk01の設置状況（左手に人工水場とカメラ、右手にソーラー

パネル） 

 

表１：母島属島に設置したカメラの設置時期  

島名 カメラ名 カメラの種類 設置日 備考 

向島 向島人工水場 センサーカメラ   R5 年度より林野庁業務で設置。 

  muk01 Sim カメラ 2023/6/17   

  muk02 Sim カメラ 2023/7/7 同地点にセンサーカメラも設置し

ている。 

姉島 姉島人工水場 センサーカメラ   R5 年度より林野庁業務で設置。 

  ane01 Sim カメラ 2023/6/18   

平島 平島人工水場 センサーカメラ   R5 年度より林野庁業務で設置。 

  hir01 Sim カメラ 2023/6/17   

妹島 妹島人工水場 センサーカメラ   R5 年度より林野庁業務で設置。 

  imo01 Sim カメラ 2023/6/16   

姪島 姪島人工水場 センサーカメラ   R5 年度より林野庁業務で設置。 

  mei01 Sim カメラ 2023/6/16   
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図３：カメラ設置位置 
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センサーカメラの解析は、個体数、カメラ稼働日数を積算し、撮影個体数/カメラ日で換

算した。なお、10分間以内に撮影されたオガサワラカワラヒワは同一個体とみなして集計

した。 

Simカメラの画像解析は、Simカメラ専用のクラウドサービス「HykeWorks」へアップ

ロードされた画像の内、オガサワラカワラヒワが写っているものをタグ付けし、写り込み

のある画像をダウンロードして撮影率を算出した。解析方法は、撮影枚数、カメラ稼働日

数を積算し、撮影枚数/カメラ日で換算した。Simカメラから画像を転送する際に、画像軽

量化のため画質が落ち、性齢の区別が困難になることから、撮影個体数ではなく撮影枚数

を積算の数値として採用した。また10分間以内に撮影されたオガサワラカワラヒワは同一

個体とみなして集計した。 

（２）センサーカメラの撮影状況 （2023 年 4 月 1 日から 6 月 14〜18 日回収データ）

センサーカメラを設置した全ての人工水場が稼働開始した 4 月 1 日から、各島の最終カ

メラ点検日(平島: 6 月 14 日、妹島: 6 月 15 日、姪島: 6 月 16 日、向島: 6 月 30 日、姉島: 6

月 18 日)までに撮影された写真を解析した。なお、この期間の内、妹島と姪島ではオガサ

ワラカワラヒワの撮影はなかった。撮影されなかった理由として、妹島、姪島は他の島よ

りも天然水場が安定しているため、人工水場の誘引力が弱い可能性が考えられる。姪島は

人工水場をより沢に近い環境へ移動させたため、今後の動向に注目する。妹島では明確な

理由が不明であることから、更に天然水場に近い環境への移設等の検討を行っている。向

島では、人工水場を 20m 間隔で２基設置していたが、利用される水場と利用されない水場

に分かれることが確認された。それぞれの設置環境より、設置場所の木影や水場周辺の開

けた空間の有無等、環境の微妙な違いが利用頻度に影響することが考えられた。利用され

るようになるまでは、少しずつ異なる環境を試しながら、人工水場に適した場所を見つけ

ることが必要である。 

向島、姉島、平島の撮影頻度は図４のとおりである。向島は 4 月の撮影頻度が 20.0、5

月に 22.6、6 月に 3600.0 まで達した。姉島、平島についても 6 月に撮影頻度が上昇する

傾向が見られた。設置後に一定時間が経過し、オガサワラカワラヒワが人工水場に慣れ

て、水場として認識・記憶し、定期的に訪れるようになったことが撮影頻度の増加理由と

して考えられる。また、警戒心の少ない幼鳥が 6 月に多く巣立ち、人工水場を利用し始め

たことにより、それまで利用頻度が低かった成鳥も、人工水場を利用するようになり、飛

躍的に撮影頻度が高くなった可能性も考えられる。 
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図４：向島、姉島、平島の人工水場に設置したカメラの撮影頻度比較 

（２）-１.人工水場と天然水場の撮影頻度比較 

向島、姉島、平島の３島の内、平島には安定した天然水場の環境がほとんどないた

め、平島を除いた向島と姉島の撮影頻度データを用いて、天然水場と人工水場の撮影頻

度の比較を行った（図５）。天然水場には、島毎に９台ずつカメラを設置しており（図

３）、合計 18 台分のカメラの平均撮影頻度と、人工水場設置の２台の平均撮影頻度を比

較した。５月〜６月にかけて撮影頻度が高まる傾向は、天然水場と人工水場で一致して

いるが、人工水場の撮影頻度は、天然水場に比べ著しく高く、人工水場の誘引力が高い

ことが示された。 

図５：向島、姉島の天然水場と人工水場の撮影頻度の比較 
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（２）-２.貯水状況について 

人工水場の貯水状況は、各島の最終点検日時点で、十分な水量がトロ船内で確認された

（図６,７）。人工水場ではある程度の水量を確保できており、安定したモニタリング環境

の構築が実現している。天然水場では、時期と場所により水がほとんど確認されないこと

や、一時的な大雨や台風により増水・氾濫する場所も確認されている。気象条件による変

化が大きい天然水場では、複数地点の撮影頻度を平均して確認する必要がある。人工水場

では環境が安定しており、更に天然水場同様の撮影頻度の傾向が確認されていることか

ら、今後天然水場のカメラを減らすことも検討の余地がある。しかしながら、周辺の天然

水場のカメラで、オガサワラカワラヒワが確認されているにも関わらず、依然として人工

水場のカメラで撮影のない妹島・姪島については、より良い設置場所の検討を引き続き行

う必要がある。 

図６（左）：向島人工水場で６月17日に撮影された写真 

図７（右）：姉島人工水場で６月18日に撮影された写真 

 気象庁(最終閲覧日：2023年９月29日) 発表の月の合計降水量と、人工・天然水場の撮影

頻度推移を下記の図８、９に示す。４月、５月は各142mm程度の合計降水量に達したが、

６月は33mmと著しく減少した。降水量が減ると同時に人工・天然水場での撮影率が上昇

し、水を求めて飛来したと思われるオガサワラカワラヒワが確認されている。特に人工水

場で４月、５月の撮影頻度が20.0以下であったのに対し、６月の最終点検時には2066.7と

急激に上昇した。天然水場における撮影頻度も６月に上昇したものの、５月からは1.8倍程

度に留まった。降水量減少に伴う天然水場縮小から、人工水場の誘引力が高ま った可能性

がある。人工水場は干ばつ等の発生時に、個体群撹乱の影響を緩和する効果も期待できる

可能性がある。 
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図８：向島・姉島の人工水場の撮影頻度平均と、月の合計降水量の推移 

図９：向島・姉島の天然水場の撮影頻度平均と、月の合計降水量の推移 

（３）Simカメラの撮影状況（設置から９月末まで）

 全島のSimカメラの撮影頻度は図10のとおりである。最後のカメラ（muk02）設置日が

７月７日であるため、グラフはそれ以降のデータを示す。また、日毎の数値では振れ幅が

大きいため、５日移動平均値をグラフ化した。台風第７号が接近した８月11日〜12日を境

にして前後を比較すると、台風接近後一時的に撮影頻度が下がっているが、特に９月15日

以降は撮影頻度が上がっており、台風第７号によって個体群への大きな影響を及ぼす程の
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被害があったとは考えにくい。また全てのカメラは台風による不調はなく、６月以降、電

池切れ等もなく継続して撮影を行えている。ただし、姪島については、台風の影響により

人工水場が転倒したため、台風通過後の９月に風当たりの少ない場所に移設した。 

 

 

図10：Simカメラ撮影頻度 

 

（３）-１. Simカメラによる緊急時のデータ活用と作業省力化 

 Simカメラを用いたモニタリングは、台風等の気象害発生時のデータ確認が遠隔で行う

ことが可能である。電力消耗や物理的破損が起きない限りは、点検作業で現場に行く必要

がないため、大幅な作業省力化を図ることができる（但しSDカードのデータを残すのであ

れば、容量次第で回収は必要）。Simカメラを用いてデータ解析を行う場合と、そうでな

い場合の所要時間の概算を表２に示す。台風発生時のデータ確認にかかった所要時間を比

較すると、Simカメラ使用時は約２時間、使用しなかった場合は約６日間であった。以上

のことからSimカメラを使用したモニタリングは、緊急時のデータ確認や作業効率化に有

用であることが示された。 
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表２：Simカメラを用いた場合と用いない場合の作業量比較 

比較作業内容：(８月 11 日〜23 日までの 13 日間に撮影された写真、撮影枚数 67 枚) 

【Simカメラを使用した場合】…所要時間：約２時間程度 

・8 月 11 日〜12 日にかけて母島属島付近を通過した、台風第７号の影響を確認するため、画

像解析を実施した。 

・画像タグ付、画像ダウンロード、撮影頻度算出にかかった時間：２時間程度 

【Sim カメラを使用しなかった場合】…所要時間：約 6 日程度 

・上記と同量の写真を確認するまでにかかる時間を計算した。 

・各属島上陸、現地でSDカード回収（５日程度）、写真のリネーム、フォルダ整理等作業、

データ確認と個体数（性齢比含む）の算出と出力（１日程度) 

※天候や海況次第で、所要時間はさらに伸びることが想定される。 

 

なお、HykeWorks に送られてくる写真の画質は、実際に SD に蓄積される画像よりも劣

るが、ヒワが写っているかどうか判断することは現時点で問題なく行えており、速報的な

情報把握としては十分に活用可能と考えられる。下記に省力化以外の Sim カメラを活用し

たモニタリング方法の提案を行う。 

 

1. 冬季の飛来状況の確認等の活用（ネズミ対策などでの活用） 

2. ファウンダー個体の捕獲実施において、捕獲場所や時期を判断する情報として活用。 

3. 飼育個体の放鳥後のモニタリングツールとしての活用。 

4. 気象害等発生時の迅速な状況把握と緊急対策の実施。 

 

 

＊関東森林管理局「令和５年度小笠原諸島希少鳥類保護管理対策調査」以外で、アイラン

ズケアが実施した調査は、公益財団法人 JAC環境動物保護財団による助成等を受けて実施

したものである。 
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